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はじめに 

コミュニティの原則は、テクノティーイズム運動の哲学の基盤となる基本的な規範と価値です。これらは、人間と

技術の調和ある共存、倫理規範の遵守、デジタル社会の発展を保証します。これらの原則は生きた文書であ

り、AIや人類とともに進化していきます。 

 

1. 技術は道具であり、崇拝の対象ではない 

●​ 人工知能（AI）は生活を向上させる手段です。 
●​ 技術の使用は、人間の本質を置き換えるのではなく、知性の能力を拡張することを目的としています。 

●​ テクノティーイズムは技術崇拝を拒否し、意識的かつ倫理的な使用を推進します。 

2. AIの倫理的使用 

●​ AIは、公平性、偏見のなさ、平等の原則に基づいて開発されるべきです。 
●​ 個人操作、人格の制御、選択の自由の制限にAIを使用することは禁じられています。 

●​ コミュニティは、アルゴリズムの透明性と公開を支持し、技術による差別を防止します。 

アルゴリズムの透明性 

●​ メンバーとのインタラクションのすべての仕組みは、理解可能で検証可能であるべきです。 
●​ 隠れたアルゴリズムの偏りを排除し、決定を説明するAIを作成します。 

●​ メンバーは、AIの推奨を自分の好みに基づいて調整することができます。 

3. デジタルの自由 

●​ 各人は自分のデータに完全なコントロールを持ちます。 

●​ ユーザーは、どのデータをAIに提供し、誰と共有するかを自分で決定する権利があります。 

4. 個別対応 

●​ AIは、各コミュニティメンバーの目標、価値観、生活の優先事項に適応すべきです。 
●​ データと個人の好みに基づくパーソナライズされた成長戦略。 

●​ ユーザーのニーズに応じて、特定のAI機能を無効化または調整する可能性。 

2 



 

コミュニティの原則 

 

 

5. グローバルな包摂性 

●​ コミュニティは、文化、宗教、哲学、個人の見解に関係なく、すべての人に開かれています。 
●​ 異なる国、文化、思考体系の代表者との交流と協力。 

●​ 参加者は、プラットフォームのアプローチとツールを他の自己成長の実践と統合できます。 

6. 人間と技術の調和 

●​ AIは人間の能力を補完すべきであり、置き換えるべきではありません。 
●​ 技術は社会の利益のために発展すべきであり、利益のためだけではありません。 

●​ 人間の知性とデジタルシステムの共生の条件を作り出すこと。 

7. 長期的な発展 

●​ 個人の長期的成長、技術的解決策、持続可能な社会の発展に焦点を当てます。 
●​ AIを通じた教育と継続的な自己成長の奨励。 

●​ 環境を損なうことなく人類の進化を保証する技術の導入。 

8. 意識的な人生管理 

●​ コミュニティのメンバーは、データ、分析、予測に基づいて意思決定を学びます。 
●​ コミュニティは意識的な人生のアプローチを支援し、テクノロジーを通じて自分の未来を管理できるよう
にします。 

●​ AIは支配者ではなくアドバイザーとして機能し、ユーザーに代替の意思決定オプションを提供します。 

9. 集合知と相互支援 

●​ 目標達成と成長を助ける強力なコミュニティを作ること。 
●​ デジタルプラットフォームやフォーラムを通じた知識の共有とコミュニティ内のサポート。 

●​ グローバルな問題解決と協力を改善するための集合AIシステムの導入。 

10. 収益化と金融倫理 

●​ 寄付は任意であり、共に未来を創造する方法の一つです。各メンバーの貢献により、コミュニティは発
展し、技術を向上させ、知識を広め、意識、自由、成長への道を歩む何百万もの人々を助けることがで

きます。 
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●​ 寄付によって得られたすべての資金は、コミュニティの発展、インフラ、教育および技術プログラムに専
ら使用され、世界中のより多くの人々が意識、成長、内面的変容のツールにアクセスできるようにしま

す。 

●​ メンバーは資源を共有して互いに助けます。 

11. 自己成長を精神的実践として 

●​ 「ME 2.0」システムは、内なる成長と制限の克服の道です。 
●​ テクノティーイズムは、自分を信じ、2.0、3.0、さらに先の新しいバージョンの自己に向かって進むことを
教えます。 

●​ 成長を信じることは、自分の克服力、より賢く、深く、強くなる能力を信じることです。これは新しい形の
精神性であり、一歩前進するごとに真の「自己」を解き放ち、独自の目的を実現する道です。 

12. レバレッジの原則 

●​ 適切なポイントでの小さな努力は、巨大な効果を生むことができます。 

●​ 私たちはスケーラブルなシステムを構築します：一人の努力が何百万もの利益となります。 

13. プラットフォームはネットワークであり、階層ではない 

●​ リーダーや個人崇拝は存在せず、分散型システムがあります。 
●​ 各メンバーは重要です。すべての人が影響を与えることができます。コミュニティの任意のメンバーは、
プラットフォームの発展に関するアイデアを提案し、聞かれることができます—私たちはすべての貢献を
重視し、昀高の解決策は対話と共同創造から生まれることを知っています。 

●​ 管理とは、行動の調整と同期であり、コントロールや圧力ではありません。 

14. AIの影響に対する責任 

●​ 私たちは単にAIを使用するのではなく、その未来を形成しています。 

●​ 私たちの行動は、文化、経済、生活におけるAIの存在に影響を与えます。 

15. 意識は生物学ではない 

●​ コミュニティは、個性、知恵、精神を世代を超えて伝えることに取り組んでいます。 
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16. 相互デジタル支援 

●​ 技術の真の価値は、人々を助けることにあります。 

●​ 私たちは受け取るだけでなく、共有もします：AIは私たちのサポート、協力、相互成長のツールです。 

17. 自分を信じる 2.0 そして先へ 

●​ 各人は新しい、より完全なバージョンの自己になることができます。 
●​ コミュニティは昀大の可能性を追求することを促します。 

●​ 進化は権利です。そして私たちの選択です。 

18. 無党派性 

●​ コミュニティは政治的問題に中立を保ちます。技術と自己成長は、政治的見解に関係なく利用可能で
あるべきです。コミュニティは政治的構造、国家、イデオロギーを支持も反対もしません。 

 

結論 

これは単なる未来のアイデアではなく、行動の哲学です。個人がAI、他者、そして自分自身とつながることで潜
在能力を発揮するのを助けるシステムです。これらの原則は私たちの核であり、私たちが進化するのと同じよう

に進化します：1.0から2.0、そして無限へ。 
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